しょうかくぼう かめ 

正覚坊と いうの は、 海に いる 大きな 亀の ことです。 

じびきあみ 

地 引 網 を 引く 時に、 どうかす ると この 亀が 網に はいつ 

てく る ことがあります。 すると 漁夫 達 は、 それ を 正覚 

坊 がかかった と 言 つて 大騒ぎ をし ます。 正覚坊が 網に 

かかる ときつ と 大漁が ある、 と言われて いるので す。 

漁夫 達 は 皆 集まって 正覚坊 をと リ 巻き、 近所の 家から 

酒 をた くさん 取り寄せて、 それ を 正覚坊に 飲ませます _ 

正 覚坊は 酒が 好き で す。 頭が 赤くなる ほど 酒の ごち そ 

うにな つて、 それから 海に 放されます。 うれしそうに 

頭 を 打ち 振りながら、 波の 上 を 沖の 方へ 泳いで 行き ま 

す。 漁夫 達 は その 姿 を 見送って、 残りの 酒 を 皆で 飲み 



声高く 笑い出しました。 そして それ はきつ と 沖の 方 か 

ら 暴風雨に 吹きつけられて 来たの だろう、 と 考え まし 

た。 それで、 元 気をつけて やる ために、 徳利の 酒 を 茶 

碗に ついで 差し出しました。 すると、 正覚坊 は その 中 

ひと いき 

に 首 をつ き 込んで、 き ゆ ー つと 一息に 飲み干し ました- 

えんぎ 

平 助 は うれしくな リ ました。 縁起が いいと 言われて る 

正覚坊が、 向こうから 訪ねて 来て くれたん です もの、 

りょうし ゆかい 

漁夫と して これく らい 愉快な ことはありません。 平 助 

はすぐ に、 ありったけの お金で、 酒 をた くさん 買って 

来ました。 そして 二人で 飲み 始めました。 正覚坊 も だ 

ん だん 元気に なって きまして、 しまいに は 酔つ ばらつ 



います。 暴風雨 はもう 静まって いました。 

な しま つ 

平 助 は 正覚坊の 背中 を 撫でながら、 さて その 始末に 

困りました。 家に 置いて おけば、 自分が 漁に 出た 

る す ， J ぞう 

不在 中に、 村の いたずら 小僧 どもから どんな 目にあわ 

おしい 

される かわかり ません。 まさか 床の 下 や 押入れに 一 日 

隠しと くわけに も ゆきません し、 また、 始終 連れて 歩 

くわけに もまい りません。 それ かって、 このまま 海へ 

逃がして しまう の も、 何だか 心残りです。 

平 助 はいろ いろ 考えて いました が、 ふと 名案が 浮か 

そそ 

ん できました。 村の 側 を 流れて る 川が 海に 注ごうと い 

う 川口の そばに、 大きな 入江が ありまして、 深い 深い 



しょ うかくぼう 

沼 を 作って いました。 平 助 は そこに 正覚坊 を 入れて 

やろうと 考えました。 川口から 海へ 逃げて 行けば 仕方 

ない けれど、 こういう おとなしい 正覚坊 だから、 ある 

いは 沼の 中に いて 時々 遊びに 来て くれ かも 知れない 

〔# 「来て くれ かも 知れない」 は ママ r 

「お前 をよ い 所に 住まして やる ぞ」 と 平 助 は 言つ てき 

かせました。 「深い 広い 沼 だから 安心 だ。 海に 出る と 

また 暴風雨に あう から、 おとなしく 沼の 中に 住んで い 

ろよ。 そして 時々 遊びに 来い よ。 酒 を 用意して おいて 

やる ぞ」 

正覚坊 は そ の 言葉が わかった かの ように、 頭 を こく 



そこで、 その 石 を 正覚坊に なすの が 問題と なり まし 

た。 酒 をぶ つかけ たらい いか も 知れない、 と 一人の 男 

が 言い出しました。 早速 酒 を 取り寄せて、 石に ぶっか 

ち とちと 

けて みました。 けれども、 元々 からの 石です から、 酒 

を かけた くらいで 正覚坊に なりよう わけはありません _ 

やつ 

「なかなか しぶとい 奴 〔# ルビの 「やつ」 は 底本で は 「ゆ 

ぎょうじ や 

つ 匕 だ」 とも 一人の 男が 言いました。 「この 上 は 行者 

に 祈っても らおう」 

一 同 は それに 賛成し ました。 幸いと その 村の 近くの 

きつね 

町に、 狐 つき を 落としたり なんかす る 行者が いました _ 

ま い 

それが すぐに 呼ばれて やって 参りました。 



村 中 はお 祭りの ような 騒ぎでした。 御幣 を こしらえ 

そな ごきとう 

る やら、 色々 な 品物 を 供える やらして、 いざ 御 祈禱と 

なると、 村 中の 人が 男 も 女 も 子供 も 集まって 来ました。 

行者 はまつ 白な 着物 をつ けて、 御幣 を 打ち 振り 打ち 振 

り、 魔法め いた 文句 を 口の 中で 唱えながら、 しかつめ 

ごきと う 

らしく 御 祈禱を 始めました。 けれども、 石 は 何として 

しょ うかくぼう 

も 石です。 正覚坊に なりつ こはありません。 

そのうちに、 額，' から 汗 を 流して 一生懸命に 祈って 

ぎょうじゃ 

いた 行者 は、 はたと 祈リを やめて 言いました。 

「皆さん、 これ は 正覚坊が 化けた のではありません。 

ちとち と 

元々 からの 石です」 



おその 上び つくりした ことに は、 翌朝 平 助 は 死体と 

お^ * 

なって 沼に 浮かんで いました。 酒に 酔った あまり 溺れ 

死んだ のか、 あるいは 身 を 投げて 死んだ もの か、 誰に 

も わかりませんでした。 けれども、 その 前の 晚、 

しょうかくぼう 

正覚坊 の 像に もたれて しくしく泣 いていた 平 助の 姿 

を、 月の 光りで 見た という 者が ありました。 

あみもと ごいん きょ 

村の 人達 は、 網元の 御 隠居から 平 助の 話 をき かせら 

れて、 大変 気の毒が りました。 そして、 平 助の 死体 を 

沼の 岸に 埋めて やり、 その上に 正覚坊の 石像 をのせ て 

祭りました。 

今では、 その 沼 を 正覚坊 沼と 言って いまして、 平 助 
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